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津
波
か
ら
原
発
を
守
る
た

め
に
最
も
重
要
な
防
潮
堤
の

工
事
に
不
備
が
み
つ
か
り
ま

し
た
。
（工
事
関
係
者
か
ら

共
産
党
へ
の
内
部
告
発
に
よ

り
発
覚
）

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、

「防
潮
堤
の
構
造
体
と
し
て

期
待
で
き
な
い
」
「建
て
直

し
も
含
め
検
討
す
べ
き
」
と

厳
し
く
指
摘
し
、
日
本
原
電

は
、
工
事
完
了
を
２
年
以
上

先
延
ば
し
し
、
２
０
２
６
年

１
２
月
と
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
に
身
近
な
公
共
交
通

計
画
が
、
令
和
８

年
度
か
ら
新
し
く

な
り
ま
す
。

宇宇宇宇
田田田田
議議議議
員員員員

「次
期
計
画
が
、
特
に
交
通

弱
者
と
言
わ
れ
る
方
の
移
動

の
自
由
を
広
げ
る
も
の
と
な

る
こ
と
を
求
め
る
」

森森森森
山山山山
企企企企
画画画画
部部部部
長長長長

「策
定
に
あ
た
り
、
ま
ず
現

能
登
半
島
地
震
を
受

け
、
避
難
計
画
の
実
効

性
は
ま
す
ま
す
非
現
実

的
と
な
り
ま
し
た
。

原
電
が
廃
炉
を
決
断

す
れ
ば
、
再
稼
働
が
前

提
の
工
事
や
９
２
万
人

の
避
難
計
画
は
必
要
な

く
な
り
ま
す
。

計
画
の
評
価
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
行
い
、
現
状

分
析
や
課
題
整
理
を
行
う
。

利
用
者
の
視
点
か
ら
の
ニ
ー

ズ
、
交
通
サ
ー
ビ
ス
提
供
側
の

事
情
な
ど
を
勘
案
し
計
画
を
練

り
上
げ
て
い
く
」

物
価
高
騰
の
中
、
概
算
事
業

費
は
当
初
の
７
８
億
円
か
ら
１

２
６
億
円
に
跳
ね
上
が
り
ま
し

た
。
限
り
あ
る
財
源
を
こ
の
ま

ま
投
入
し
続
け
て
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。

大
谷
市
長
は
、
延
伸
あ
り
き

で
は
な
く
、
１
５
万
５
千
人
の

市
民
の
長
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
の
あ
り
方
、
税
金
の
使
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今

さ

ら

再

稼

働

し

て

も

住

民

に

メ

リ

ッ

ト

は

な

い

安

心

し

て

住

み

続

け

た

い

、

こ

の

願

い

と

再

稼

働

は

両

立

し

な

い

高

齢

に

な

っ

て

も

安

心

し

て

暮

ら

せ

ま

ち

に

海

浜

鉄

道

湊

線

の

延

伸

計

画

は

再

考

を

い
方
を
考
え
る
べ
き
で
す
。

宇宇宇宇
田田田田
議議議議
員員員員

「延
伸
す
れ
ば
本
当
に
湊
線

の
経
営
は
安
定
す
る
の
か
。

１
２
６
億
円
の
税
金
を
他
の

施
策
に
優
先
し
、
住
民
に
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

延
伸
せ
ず
に
湊
線
を
存
続
さ

せ
る
方
法
に
つ
い
て
。
詳
細

な
資
料
の
公
表
を
求
め
る
」

森森森森
山山山山
企企企企
画画画画
部部部部
長長長長

「こ
れ
ま
で
も
議
会
や
関
係

者
、
市
民
に
対
し
て
時
宜
に

応
じ
た
現
況
説
明
や
周
知
に

努
め
て
き
た
」
「現
在
は
工

事
施
工
認
可
申
請
中
で
、
ま

た
国
の
支
援
制
度
活
用
に
向

け
協
議
を
進
め
て
い
る
。
時

期
を
み
て
周
知
し
た
い
」

宇宇宇宇
田田田田
議議議議
員員員員

医
療
保
険
で
命
が
削
ら
れ
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
本
末
転
倒
で
す
。

こ
れ
以
上
の
国
保
税
の
引
き
上
げ

に
反
対
し
、
引
き
下
げ
を
求
め
ま
す
。

大大大大
和和和和
田田田田
保保保保
健健健健
福福福福
祉祉祉祉
部部部部
長長長長

「来
年
度
、
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な

い
。
さ
ら
に
令
和
8
年
度
か
ら
は
、

公
的
医
療
保
険
に
子
ど
も
子
育
て
支

援
金
が
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、、、、

令令令令
和和和和
11110000
年年年年
度度度度
まままま
でででで
はははは
毎毎毎毎
年年年年
税税税税
率率率率
改改改改
正正正正

（（（（引引引引
きききき
上上上上
げげげげ
））））
が
必
要
」

大大大大
谷谷谷谷
市市市市
長長長長

「被
保
険
者
の
影
響
に
で
き
る
だ
け

配
慮
し
た
い
」

「財
政
支
援
等
、
全
国
市
長
会
を
通

じ
て
要
望
し
て
い
く
」

廃

炉

こ

そ

現

実

的

工工工工事事事事中中中中のののの東東東東海海海海第第第第2222原原原原発発発発
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ブ
ロ
グ

一般
質
問

討
論
全
文

Ｘ
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー

メメメメ
ーーーー
ルルルル

アアアア
ドドドド
レレレレ
スススス

なんでもお気
軽に ご相談
ください

＊日本の再生可能エネ

ルギーの可能性は、現

在の電力需要の数倍あ

ると言われています。

再

稼

働

の

た

め

の

工

事

と

避

難

計

画

大谷市長 ！

どちらが 現実的ですか？
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何
ら
か
の
原
因
で
脳
脊
髄
液

が
漏
れ
出
す
こ
と
で
起
立
性
頭

痛
、
め
ま
い
、
全
身
の
倦
怠
感

な
ど
が
引
き
お
こ
る
病
気
で
す
。

交
通
事
故
や
転
倒
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
で
発
症
す
る
と
言
わ
れ
、

学
校
生
活
で
も
注
意
が
払
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
疾
患
で
す

が
、
検
査
、
診
断
、
治
療
な
ど

医
療
提
供
体
制
は
不
十
分
で
す
。

要
請
項
目

●
治
療
体
制
の
確
立

●
指
定
難
病
に
追
加

●
県
内
に
拠
点
病
院
の
設
置

紹介議員

提出者

大谷隆

清水立雄

＊

議

会

と

し

て

、

国

・

県

に

意

見

書

を

提

出

し

ま

し

た

。

議
員
は
、
選
挙
に
よ
り
市
民

の
負
託
を
受
け
、
４
年
間
の
任

期
に
限
り
身
分
を
保
障
さ
れ
て

い
る
職
で
あ
り
、
会
社
と
雇
用

契
約
を
結
ぶ
一
般
の
会
社
員
と

は
異
な
り
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
自
治
体
が
事
業

主
と
し
て
議
員
の
厚
生
年
金
の

2
分
の
１
を
公
費
で
負
担
す
る

こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
税
金
の
使
い
方
に
市

民
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
と

は
思
え
ま
せ
ん
。

人
材
確
保
の
必
要
性
や
国
民

年
金
で
老
後
が
不
安
な
の
は
議

員
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
と
し
て
ま
ず
や
る
べ
き

は
国
民
年
金
制
度
の
充
実
に
力

を
尽
く
す
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

宇宇宇宇

田田田田

議議議議

員員員員

「統
合
し
た
方
が
給
水
原
価
が
安
く
な

る
と
い
う
県
の
試
算
は
根
拠
が
不
明
。

災
害
時
の
迅
速
的
確
な
対
応
を
可
能

と
す
る
に
は
、
本
市
の
分
散
し
た
３
水

源
（那
珂
川
の
表
流
水
・
地
下
水
・
県

水
）
の
維
持
と
市
に
水
道
職
員
が
い
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

本
市
は
単
独
経
営
を
続
け
る
べ
き
」

堀堀堀堀

川川川川

水水水水

道道道道

管管管管

理理理理

者者者者

「市
民
目
線
に
立
っ
て
慎
重
に
判
断
す
る
」

茨
城
県
は
将
来
的

な
水
道
経
営
の
安

定
の
た
め
と
し
て
、

県
内
の
水
道
事
業

を
１
つ
に
経
営
統

合
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
令
和
７
年

２
月
に
は
各
自
治

体
と
広
域
化
に
か

か
わ
る
基
本
協
定

を
締
結
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

＊
今
、
お
持
ち
の
保
険
証
は
、

有
効
期
限
内
は
引
き
続
き
使

え
ま
す
。

＊
従
来
の
保
険
証
も
マ
イ
ナ
保

険
証
も
な
い
方
に
は
、
「資

格
確
認
書
」
と
い
う
、
保
険

証
と
同
じ
機
能
を
も
つ
も
の

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

国の令和5年度税収は、円安により輸出大企
業の業績が伸びたこと、物価高騰により消費

税収が伸びたことで過去最高となりました。
その税収の使い道として、岸田政権は、戦争の危機

をあおり防衛費は桁違いの増額、一方でくらし福祉の
予算は、受益者負担・自己責任の名のもと、抑制圧縮
削減し続け、格差と貧困はより深刻になっています。
地方自治体には住民の福祉の増進を図る役割がます

ます求められましたが、本市は県内６位の財政力を持
ちながら、その豊かさを市民生活において実感できた
とは言えません。

●小児マル福の所得制限撤廃は評価しますが、同時に
病院窓口での自己負担金の助成が廃止されました。本
来なら完全無料化をめざすべきでした。
●学校等の給食費の値上げ分に国の交付金をあて据え
置かれましたが、さらなる保護者負担軽減のために市
の独自の予算は使われませんでした。無償化に向け、
努力すべきです。
●高齢化が進み、だれもが利用しやすい公共交通が切
望される中、その検討が進まない一方で、海浜鉄道湊
線の延伸に多額の税金が投入されることについて、税金
の使い方が適切なのか、問われます。

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

カ

ー

ド

を

持

つ

こ

と

も

、
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険

証

と

紐

づ

け

る

こ

と

も

、

義

務

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

カ

ー

ド

と

保

険

証

の

紐

づ

け

を

解

除

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

一般会計、3つの特別会計決
算認定に反対しました。
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のののの

表表表表

明明明明

をををを

●国国国国民民民民健健健健康康康康保保保保険険険険

●後後後後期期期期高高高高齢齢齢齢者者者者医医医医療療療療 ●介介介介護護護護保保保保険険険険

収入が増えないのに、保険料の引き上げが続いています。

安心して、医療・介護を受けられる制度にするために、

国の補助を大幅に増やし、保険料の引き下げが必要です。

【ひたちなか市国民健康保険条例の一部を改正する条例】

現行の保険証の廃止が前提のため、宇田議員は反対
しました。

宇田議員は反反反反対対対対しました

加藤恭子 大谷隆 井坂章 三瓶武


